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《人口の動き》

5月末現在
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男2，637（一3）　女2，660（一12）　計5，297（一15）世帯数1，544（一5）

出生5　死亡6　転入7　転出21
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久
遠
の
殿
堂
こ
こ
に
あ
り

五
月
十
二
日
盛
大
に
竣
工
式

　
国
道
2
5
3
号
線
の
拡
幅
工
事

の
た
め
、
昨
年
来
移
転
建
設
中
の

松
代
高
校
の
新
し
い
体
育
館
が
完

成
し
、
去
る
五
月
十
二
日
に
竣
工

式
が
新
体
育
館
に
お
い
て
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
．

　
当
初
、
国
道
の
拡
幅
工
事
が
決

定
さ
れ
た
と
き
は
、
旧
体
育
館
の

ス
テ
ー
ジ
を
解
体
除
去
し
、
体
育

館
を
縮
小
す
る
と
い
う
も
の
で
し

た
。　

し
か
し
な
が
ら
秋
山
前
町
長
を

始
め
と
し
て
高
橋
県
議
、
学
校
関

係
者
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
尽
力
に
よ

り
体
育
館
の
移
転
新
築
が
県
で
認

め
ら
れ
、
こ
の
度
の
完
成
と
な
っ

▲飯島学校長の式辞

た
も
の
で
す
。

　
竣
工
式
は
市
川
政
雄
同
窓
会
長

の
開
式
の
辞
で
始
ま
り
、
実
行
委

員
長
の
関
谷
町
長
の
挨
拶
、
福
沢

事
務
長
の
工
事
経
過
報
告
、
飯
島

学
校
長
の
式
辞
、
高
橋
県
議
等
の

来
賓
祝
辞
に
続
き
、
ジ
ェ
ッ
ト
ヒ

ー
タ
ー
を
寄
贈
さ
れ
た
施
工
業
者

と
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
を
寄
贈

さ
れ
た
同
窓
会
東
京
支
部
に
対
し

て
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
生
徒
を
代
表
し
て
小

堺
一
男
君
（
蒲
生
）
が
「
喜
び
の

こ
と
ば
」
を
述
べ
た
後
、
全
員
で

校
歌
を
斉
唱
し
て
式
典
を
終
り
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
飯
島
学
校
長
の
旧
制

中
学
時
代
の
同
級
生
で
あ
ら
れ
、

現
在
テ
レ
ビ
マ
ン
ユ
ニ
オ
ン
の
取

締
役
会
長
と
し
て
ご
活
躍
中
の
萩

元
晴
彦
氏
に
よ
る
記
念
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
寄
贈
さ
れ
た
ピ
ア
ノ
の

「
ピ
ア
ノ
開
き
演
奏
会
」
も
行
わ

れ
、
松
代
高
校
講
師
目
崎
正
隆
氏

の
ピ
ア
ノ
演
奏
と
同
窓
会
員
の
鈴

木
栄
太
郎
氏
の
指
揮
に
よ
る
新
堀

　　　　　　蠣
　　懸踊

　　薩
灘灘罎

獺

　　　　　　　　　曝　　　　　　羅

鵬

鮒

　綿蝋撒

▲完成した新しい体育館

難

櫓

職

芸
術
学
園
の
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
等
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
祝
賀
会
は
町
の
総
合

体
育
館
に
会
場
を
移
し
、
犬
伏
の

松
苧
太
鼓
等
を
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

に
招
い
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
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体育館の概要
物
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O
O
O
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団

　　・鉄骨・鉄筋コンクリート造、二階建

　　・屋根：長尺カラーステンレス板瓦棒葺き

　　・延面積　1，189．071m2

　　　1　　階　　　　914．562m2

　　　2　　階　　　　222．653m2

　0渡り廊下

　　・鉄骨造

　　・屋根：長尺カラー鉄板瓦棒葺き

　　・延面積　　　73．914m2

　　・建面積　　　73．914m2

圃体育設備
　oバレーボールコート　　　2面

　Oバスケットボールコート　1面

　oバドミントンコート　　　4面

　oテニスコート　　　　　1面

團経　　 費

　191，857，000円（渡り廊下含み）
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▲新しい体育館内部
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萩
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友
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教官室
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男子便所

女子便所
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菜
採
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2
3
チ
ー
ム
参
加
）

町
長
杯
争
奪
野
球
大
会

ナ
イ
タ
i
開
幕
（
松
中
グ
ラ
ン
ド
ー
5
日
）

〈

▲早稲田大学校外施設
　案内塔設置（太平地内）

「もう迷うことはありません

　真っすぐ松代へ」

参
加
者
一
八
二
名

　
（
少
林
寺
2
0
日
）

山
菜
を
楽
し
む
会
▼

〈

灘
溺

　　ズ繋岬

菱麟麟騰灘臨麟”鰍1’・　’　層嚇隻．、．．讐教，．＿締、

》外
人
さ
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「
ベ
リ
ー
ナ
イ
ス
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○〆切＝平成2
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感
響
、

鷺iil

撒
～㎞

騰

欄

》
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

大
会
（
町
民
グ
ラ
ン
ド
2
3
日
）

五四三二一
位位位位位

太
平
チ
ー
ム

蒲
生
B
チ
ー
ム

孟
地
チ
ー
ム

室
野
D
チ
ー
ム

蓬
平
チ
ー
ム
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前
町
長
秋
山
利
作
氏

勲
四
等
旭
日
小
綬
章
の
栄
誉
に
輝
く

響

地
方
自
治
振
興
に
功
績

　
平
成
二
年
春
の
叙
勲
で
、
前
松

代
町
長
の
秋
山
利
作
氏
が
勲
四
等

旭
日
小
綬
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
秋
山
氏
は
昭
和
二
十
二
年
に
当

時
の
松
代
村
議
会
議
員
に
初
当
選

し
て
以
来
、
昨
年
松
代
町
長
を
勇

退
さ
れ
る
ま
で
の
実
に
四
十
二
年

間
、
人
生
の
半
数
以
上
を
松
代
町

の
発
展
と
振
興
の
た
め
に
捧
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
氏
は
他
町
村
に
先
駆
け
道
路
の

整
備
、
学
校
、
体
育
館
、
水
道
等

の
公
共
施
設
の
建
設
や
住
民
福
祉

の
向
上
の
た
め
に
人
一
倍
意
欲
的

に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
北
越
北
線
の
建
設
に
は
精
力

を
注
が
れ
、
一
度
は
建
設
中
止
に

な
っ
た
北
越
北
線
の
工
事
再
開
に

寄
与
し
た
政
治
手
腕
は
、
今
後
も

高
く
評
価
さ
れ
る
ζ
と
で
し
ょ
う
。

　
業
績
を
書
き
始
め
れ
ば
枚
挙
に

い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
詳

細
に
つ
い
て
は
省
略
い
た
し
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ

松
代
町
で
は
初
の
勲
四
等
旭
日
小

綬
章
の
受
章
と
な
っ
た
訳
で
す
。

　
受
章
の
喜
び
の
声
な
ど
も
本
当

は
載
せ
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
氏

は
現
在
入
院
加
療
中
の
た
め
残
念

な
が
ら
取
材
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。　

皆
様
と
一
緒
に
秋
山
氏
の
ご
健

康
が
早
期
に
回
復
さ
れ
る
こ
と
を

お
祈
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　闘魏1灘灘．騒嚢
麗鍵騒瞬麟謹蟹螺嚢

秋
山
利
作
氏
の

　
　
　
主
な
経
歴

○
松
代
村
議
会
議
員

○
松
代
町
議
会
議
員

○
松
代
町
議
会
総
務
常
任

　
　
　
　
　
委
員
会
委
員
長

○
松
代
町
議
会
議
長

○
松
代
町
長

○
東
頸
城
郡
町
村
会
副
会
長

○
東
頸
城
郡
町
村
会
会
長

○
新
潟
県
町
村
会
理
事

○
新
潟
県
町
村
会
副
会
長

○
北
越
北
線
建
設
同
盟
会

　
　
　
　
　
　
　
常
任
理
事

○
北
越
北
線
第
三
セ
ク
タ
ー

　
　
　
設
立
準
備
会
副
会
長

○
北
越
急
行
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
取
締
役

○
県
河
川
協
会
副
会
長

○
北
陸
農
村
地
域
定
住
促
進

　
　
　
　
対
策
協
議
会
会
長

○
全
国
農
村
地
域
定
住
促
進

　
　
　
対
策
協
議
会
副
会
長

○
そ
の
他
（
委
員
歴
等
）

　
・
松
代
町
教
育
委
員
会
委
員

　
・
松
代
町
監
査
委
員

　
・
松
代
町
農
業
共
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
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ぜ
ん
ま
い
で
地
域
お
こ
し
を

　
　
福
島
ぜ
ん
ま
い
組
合
、
消
費
者
と
初
の
産
地
交
流
会

　
ぜ
ん
ま
い
を
地
域
の
特
産
物
に

し
よ
う
と
、
昨
年
結
成
さ
れ
た
福

島
の
ぜ
ん
ま
い
組
合
（
美
濃
和
英

組
合
長
）
が
、
五
月
二
十
四
日
、

上
越
市
の
消
費
者
グ
ル
ー
プ
を
招

い
て
、
初
め
て
の
産
地
交
流
会
を

行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
訪
れ
た
の
は
、
昨
年
か

ら
産
地
直
送
契
約
で
福
島
の
「
深

雪
ぜ
ん
ま
い
」
を
購
入
し
て
い
る

「
市
民
生
協
に
い
が
た
上
越
セ
ン

タ
ー
」
会
員
の
主
婦
ら
約
四
十
名
。

集
落
か
ら
林
道
を
ニ
キ
ロ
ほ
ど
入

っ
た
山
の
中
に
あ
る
堀
川
直
義
さ

▲説明に耳を傾ける市民生協の皆さん

ん
の
ぜ
ん
ま
い
畑

を
見
学
し
、
植
え

付
け
か
ら
、
管
理
、

収
穫
等
の
方
法
や

苦
労
話
を
熱
心
に

聞
い
て
い
ま
し
た
。

特
に
、
ぜ
ん
ま
い

に
は
虫
が
付
か
な

い
の
で
、
農
薬
は

使
わ
な
い
で
良
い

こ
と
。
ま
た
、
こ

こ
で
は
化
学
肥
料

も
一
切
使
っ
て
い

な
い
と
言
う
説
明

に
は
、
最
近
の
自

然
食
品
ブ
ー
ム
の

せ
い
で
し
ょ
う
か
、

盛
ん
に
相
づ
ち
を

打
っ
て
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
一
行
は
ぜ
ん
ま
い
乾

燥
機
を
見
学
し
、
集
落
開
発
セ
ン

タ
ー
で
山
菜
の
天
ぷ
ら
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
山
菜
料
理
に
舌
鼓
を
打

ち
、
帰
り
に
は
フ
キ
や
山
菜
料
理

を
お
土
産
に
帰
途
に
就
か
れ
ま
し

た
。

説明をする堀川直義さノ

　　と美濃和英さん（左

　
福
島
地
区
は
、
昔
か
ら
ぜ
ん
ま

い
の
適
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
十
年
ほ
ど
前
か

ら
休
耕
田
等
を
利
用
し
て
の
栽
培

も
始
ま
り
、
今
で
は
部
落
全
体
で

は
九
十
五
ア
ー
ル
に
も
及
ん
で
い

る
と
の
こ
と
。
組
合
も
結
成
さ
れ

ぜ
ん
ま
い
乾
燥
機
も
導
入
さ
れ
た

の
で
、
今
後
は
栽

培
面
積
の
拡
大
を

図
り
、
地
域
の
特

産
物
に
育
て
た
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
今
、
松
代
町
で

は
特
産
物
の
開
発

が
求
め
ら
れ
、
ま

た
、
都
会
で
は
食

品
の
安
全
性
に
こ

だ
わ
る
消
費
者
が

増
え
、
無
農
薬
栽

培
の
作
物
な
ど
の

産
地
直
送
に
関
心

が
集
ま
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た

こ
と
か
ら
、
今
回

の
産
地
交
流
会
は
、

今
後
の
農
業
を
考

え
る
う
え
で
、

獺

　
　
　
　
　
　
良
い
参
考
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
松
代
町
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め

に
は
、
農
業
振
興
、
企
業
誘
致
、

あ
る
い
は
観
光
開
発
な
ど
い
ろ
い

ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
は
ど
れ
を
行
う
に
し
て
も
、
都

会
の
人
と
の
交
流
が
必
要
不
可
欠

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
「
山
菜
採
り
ツ
ア
ー
」
「
山
菜
を

楽
し
む
会
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
交

流
会
が
、
現
在
松
代
町
で
行
わ
れ

　
難
．
畦

畿．

　．、，，．．＿，、翻醐■』．　堕血

▲今日は裏方さんも大変です

て
い
ま
す
が
、
今
後
、
益
々
盛
ん

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
福
島
の
ぜ
ん
ま
い
組
合
の
皆
さ

ん
大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　嬢雍，

　亀。鶏

黙彩ζ

塑劉
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　燃

講
繕

平成2年5月3日　於松代町総合センター祝成人式記念

お
日
様
も
祝
福

　
　
五
月
三
日
華
や
か
に
成
人
式

「
広
報
係
は
五
月
病
で
お
か
し
く

な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
」
と
上

の
タ
イ
ト
ル
を
見
て
思
う
若
い
方

も
お
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

ご
年
配
の
方
々
に
は
い
か
が
で
し

よ
う
か
？

　
お
気
付
き
の
方
も
多
い
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
の

言
葉
は
、
今
年
の
新
成
人
が
生
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
や

た
昭
和
四
十
四
年
に
流
行
っ
た
歌

と
言
葉
（
流
行
語
）
で
す
。
新
成

人
は
お
母
さ
ん
の
お
な
か
や
背
中

で
こ
れ
ら
を
聞
い
て
い
た
こ
と
で

し
よ
う
。

　
ま
た
、
こ
の
年
に
は
ア
ポ
ロ
ー
1

号
が
月
面
着
陸
に
成
功
し
、
ア
ー

ム
ス
ト
ロ
ン
グ
船
長
と
オ
ル
ド
リ

ン
飛
行
士
の
二
人
が
人
類
初
の
一

歩
を
踏
み
ま
し
た
。

　
こ
う
い
う
年
に
生
れ
た
方
た
ち

の
成
人
式
で
す
か
ら
、
当
然
お
日

様
も
祝
福
。
総
合
セ
ン
タ
i
前
に

は
近
所
の
人
も
大
勢
集
ま
っ
て
祝

畠
、
兄
畠
…
…
・

臥
ス
ー
　
　
　
塗
宇

　
式
典
に
は
、
8
4
名
（
男
性
5
4
名

女
性
3
0
名
）
が
出
席
。

　
来
賓
の
祝
辞
の
後
、
公
民
館
長

よ
り
新
成
人
代
表
の
佐
藤
靖
子
さ

ん
（
室
野
）
に
記
念
品
目
録
が
渡

さ
れ
、
ま
た
小
堺
堅
二
さ
ん
（
儀

明
）
か
ら
は
「
今
日
の
感
激
を
忘

れ
ず
に
社
会
人
で
あ
る
事
を
自
覚

し
、
私
達
を
育
て
て
く
れ
た
こ
の

松
代
町
と
共
に
大
き
く
飛
躍
し
て

い
き
た
い
」
と
答
辞
を
述
べ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
に
「
第
三
回
冬
の
陣
」
を
液

晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
放
映
。

　
最
後
に
楽
し
い
祝
賀
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
が
開
か
れ
、
笑
顔
笑
顔
の

う
ち
に
す
べ
て
が
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
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観
麗
開
発
謹
灘
　
　
嚢
通
整
備
も
蝋

　
　
　
新
成
人
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
ま
と
ま
る

　
町
で
は
、
今
後
の
施
策
の
参
考

に
す
る
た
め
、
今
回
も
成
人
さ
れ

た
皆
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い

七
十
三
人
（
8
7
％
）
の
方
か
ら
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昨
年
と
比
較
し
て
特
に
注
目
さ

れ
る
の
は
、
「
松
代
町
が
活
性
化
す

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
」
と
い

う
質
問
に
対
し
て
昨
年
一
位
だ
っ

た
克
雪
対
策
が
三
位
に
落
ち
、
替

っ
て
昨
年
三
位
だ
っ
た
観
光
開
発

が
一
位
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

　
昨
今
の
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
ブ
ー

ム
、
芝
峠
の
温
泉
開
発
、
除
雪
技

術
等
の
進
歩
、
三
年
続
き
の
小
雪

等
入
れ
替
っ
た
原
因
は
い
ろ
い
ろ

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
あ
な
た
は
ど

う
思
わ
れ
ま
す
か
？

　
去
年
の
広
報
（
6
月
号
）
を
お

持
ち
の
方
は
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト

と
比
べ
て
見
た
ら
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？
　
新
し
い
発
見
が
で
き
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

※
数
字
は
（
男
・
女
）
で
表
示
。

※
質
問
は
一
部
割
愛
し
、
関
連
性

　
の
あ
る
も
の
を
組
み
直
し
て
掲

　
載
．

※
写
真
と
質
問
の
内
容
は
無
関
係

　
で
す
．

◎
現
在
の
住
所
は

　
東
京
（
1
4
・
n
）
、

　
・
6
）
、
神
奈
川

　
埼
玉
（
2
・
5
）
、

，
・
o
）

◎
職
業
は

　
会
社
員

　
・
3
）
、

　
そ
の
他

県
内
（
m

（
m
・
－
）
、

千
葉
（
4

（公（
1　23　務　　　　　　　　　 　

　ロ4貝20
ロ　　　ロ
　4　、
　　　O学　＿生
　、（
　　17

◎
住
ん
で
い
る
所
は

　
社
宅
（
1
6
・
1
2
）
、
ア
パ
ー
ト

　
（
2
6
・
8
）
、
自
宅
（
3
・
4
）

議◎
進
路
を
決
め
た
の
は
い
つ
ご
ろ

　
高
一
二
（
2
0
・
1
3
）
、
高
二
（
6

　
・
5
）
、
古
同
一
（
3
・
4
）
、

　
中
学
（
7
・
O
）
、
他
（
6
・

　
3
）
、
未
（
4
・
1
）

◎
都
会
へ
（
松
代
町
を
出
た
）

　
由
は
？

　
職
場
が
な
い
（
m
・
1
2
）
、

　
校
へ
行
く
た
め
（
1
7
・
5
）

　
自
分
を
試
す
（
6
・
2
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都

会
に
憧
れ
た
（
5
・
3
）
　
松

代
町
が
い
や
だ
っ
た
（
3
・
O
）

そ
の
他
（
2
・
0
）

◎
松
代
町
を
出
て
い
く
こ
と
で
両

　
親
の
考
え
は
？

　
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ

　
て
ほ
し
い
ス
ー3
・
1
2
）
、
安
定

昭
和
44
年
は

　
　
　
　
こ
ん
な
年

o
ア
ポ
ロ
n
号
月
面
着
陸

o
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
に
代
わ
っ
て

　
　
　
　
パ
ン
タ
ロ
ン
登
場

○
学
園
紛
争
盛
ん
（
東
大
紛
争
）

O
金
田
正
一
通
算
4
0
0
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
達
成

o
女
性
初
の
ア
イ
ガ
i
北
壁
直

　
登
今
井
通
子
さ
ん
含
む
6
名

○
第
4
代
松
代
町
長
に

　
　
秋
山
利
作
氏
無
投
票
当
選

○
人
気
独
占
！
　
ア
レ
コ
レ

　
〈
歌
で
は
〉

　
黒
猫
の
タ
ン
ゴ
。
新
宿
の
女
。

　
長
崎
は
今
日
も
雨
だ
っ
た
。

　
〈
流
行
語
で
は
〉

　
ニ
ャ
ロ
メ
。
O
h
！
モ
ー
レ

　
ツ
。
違
い
が
わ
か
る
男
。

○
物
価
と
初
任
給

　
タ
バ
コ
（
セ
ブ
ン
ス
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
1
0
0
円

　
役
場
初
任
給
1
万
9
2
9
8
円

し
た
仕
事
と
生
活
を
（
m
・
6
）

松
代
町
に
残
っ
て
ほ
し
か
っ
た

（
4
・
1
）
、
子
供
の
自
由
に
ま

か
す
（
5
・
2
）

◎
現
在
の
生
活
は
？

　
満
足
（
9
・
3
）
、

　
（
2
4
・
1
3
）
、
不
満

ま
あ
満
足

（
m
・
7
）
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◎
松
代
町
は
ふ
る
さ
と
と
し
て
魅

　
力
が
あ
る
か
？
・

　
あ
る
（
2
8
・
1
3
）
、
ど
ち
ら
か

　
と
い
え
ば
あ
る
（
1
3
・
1
3
）
、

　
な
い
（
5
・
－
）

◎
将
来
、
住
み
た
い
所
は
？

　
東
京
（
7
・
3
）
、
地
方
都
市

　
（
2
0
・
1
0
）
、
松
代
（
9
・
1
）

　
未
定
（
7
・
m
）

◎
ど
う
い
う
場
合
に
松
代
へ
帰
る

　
こ
と
に
な
る
か
（
前
問
で
松
代

　
と
未
定
と
回
答
し
た
人
）

　
親
の
面
倒
を
見
る
（
4
・
2
）

　
松
代
に
勤
め
る
所
が
で
き
た
時

　
（
7
・
2
）
　
自
信
を
無
く
し

　
た
時
（
0
・
5
）
、
家
を
継
が

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
時

　
（
1
・
0
）
、
他
（
4
・
0
）

◎
生
活
環
境
は
ど
ち
ら
が
よ
い
か

　
都
市
（
2
5
・
1
5
）
、
松
代
町
（
1
8

　
・
8
）

◎
そ
の
理
由
は
（
二
つ
）

　
交
通
が
便
利
（
1
3
・
n
）
、
施

　
設
が
整
っ
て
い
る
（
9
・
6
）

　
自
然
が
豊
か
（
1
7
・
m
）
、
情

　
報
が
多
い
（
1
2
・
3
）
、
住
宅

　
事
情
が
よ
い
（
5
●
2
）

　
懲
愛
懸

◎
結
婚
を
前
提
と
し
た
相
手
は
？

　
い
る
（
1
・
3
）
、
い
な
い
（
4
1

　
・
1
9
）

◎
恋
愛
そ
れ
と
も
見
合
い
？

　
恋
愛
（
3
4
・
2
0
）
、
見
合
（
1
）

　
ど
ち
ら
で
も
（
6
・
2
）

◎
相
手
を
選
ぶ
基
準
は
？

　
人
柄
（
3
3
・
2
0
）
、
生
活
力
（
5

　
・
9
）
、
外
見
（
8
・
4
）
、
職
業
（
2

　
・
2
）
、
年
令
（
2
・
1
）
、
学

　
歴
（
2
・
o
）

◎
結
婚
後
、
家
族
と
の
同
居
は
？

　
か
ま
わ
な
い
（
1
7
・
6
）
、
い
や

　
（
6
・
7
）
、
ど
ち
ら
で
も
（
1
7

　
・
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
馨
・
繋

　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
・
擁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
・
盤
漏

　
　
　
　
　
　
　
　
鍵
襲
驚
．
蕪
嚢

、
■
，
覇
騨
錘
灘
臨

　
　
同
隔
懸
斑

◎
松
代
町
か
ら
結
婚
の
話
が
あ
り
、

　
相
手
が
自
分
に
合
っ
た
人
で
あ

　
る
と
き
（
女
性
の
み
）

　
帰
っ
て
結
婚
し
て
も
よ
い
（
1
4
）

　
帰
り
た
く
な
い
の
で
断
わ
る

　
　
（
6
）

　
記
念
写
真
が

　
　
　
で
き
ま
し
た

　
成
人
式
の
記
念
写
真
が
で
き
ま

し
た
の
で
、
町
公
民
館
（
総
合
セ

ン
タ
ー
内
）
ま
で
取
り
に
お
越
し

◎
松
代
町
が
活
性
化
す
る
た
め
に

　
必
要
な
こ
と
は
（
二
つ
）

　
　
観
光
開
発
（
2
0
・
6
）

　
　
交
通
整
備
（
m
・
1
6
）

　
　
克
雪
対
策
（
1
8
・
5
）

　
　
産
業
の
創
設
（
1
2
・
4
）

　
　
都
市
と
の
交
流
（
6
・
3
）

◎
松
代
町
が
観
光
地
と
し
て
発
展

　
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
好
ま
し
い
（
3
1
・
1
5
）
、
何
と

　
も
思
わ
な
い
（
2
・
3
）
、
発

　
展
は
望
め
な
い
（
2
・
1
）

　
好
ま
し
く
な
い
（
5
・
2
）

◎
松
代
町
の
将
来
は
？

　
今
の
ま
ま
（
1
8
・
1
5
）
、
徐
々

　
に
活
性
化
（
1
0
・
4
）
、
衰
退

　
す
る
（
1
3
・
3
）

下
さ
い
。
参
加
者
は
無
料
で
す
。

　
ま
た
、
他
に
、
会
場
で
撮
影
し

た
ス
ナ
ッ
プ
写
真
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
そ
の
時
に
お

申
し
込
み
下
さ
い
。
　
（
一
枚
ω
円

く
ら
い
で
す
。
）
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晃豪

子が

　ヴ供寸
　ろ
の＿
　つ
歯

※
　
、
乳
歯
の
健
康
は
、
丈
夫
な
永
久
歯
を
つ
く
る
カ
ギ
。
と
り
※

※
わ
け
3
歳
ま
で
の
歯
の
状
態
が
決
め
手
と
な
る
。
子
ど
も
の
※

※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

※
虫
歯
の
原
因
は
、
親
の
管
理
ミ
ス
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
。
※

※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

※
お
子
さ
ん
が
一
生
、
健
康
な
歯
で
暮
ら
せ
る
か
否
か
は
、
親
※

※
の
育
児
の
腕
次
第
で
あ
る
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
。
　
　
　
　
※

初
め
て
生
え
る
永
久
歯
が
大
事

　
初
め
て
の
永
久
歯
は
、
小
学
校

に
入
学
す
る
前
後
に
生
え
て
き
ま

す
。
こ
れ
が
、
6
歳
臼
歯
（
第
一

大
臼
歯
）
で
す
。
そ
の
後
、
乳
歯

は
次
々
と
永
久
歯
に
生
え
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
第
二
臼
歯

が
生
え
て
く
る
の
が
1
2
歳
こ
ろ
、

さ
ら
に
2
0
歳
に
な
る
こ
ろ
に
親
知

ら
ず
（
第
三
大
臼
歯
）
が
生
え
て

き
て
、
3
2
本
の
歯
が
そ
ろ
い
ま
す
。

た
だ
、
現
代
の
日
本
人
で
は
、
親

知
ら
ず
が
す
べ
て
正
常
に
生
え
て

く
る
人
は
、
む
し
ろ
少
数
派
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
永
久
歯
の
中
で
は
、
4
本
あ
る

6
歳
臼
歯
が
、
い
ち
ば
ん
長
く
使

わ
れ
る
歯
で
あ
り
、
ま
た
、
か
む

力
の
約
8
0
％
を
担
っ
て
い
る
重
要

な
歯
な
の
で
す
。
乳
歯
に
虫
歯
が

あ
っ
た
り
、
抜
け
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
と
、
6
歳
臼
歯
は
正
し
い

位
置
に
出
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
後
か
ら
生
え
て
く
る
永
久

歯
に
も
影
響
を
与
え
、
八
重
歯
や

乱
ぐ
い
歯
を
つ
く
る
原
因
と
な
り

ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
ど
う
せ
抜
け
替
わ

る
乳
歯
だ
か
ら
、
少
々
虫
歯
に
な

っ
て
も
い
い
や
な
ど
と
考
え
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
虫
歯
の
な
い
乳
歯

が
、
立
派
な
6
歳
臼
歯
を
正
し
い

位
置
に
生
え
さ
せ
、
ひ
い
て
は
、

そ
れ
が
他
の
永
久
歯
の
基
礎
と
な

る
の
で
す
．

　　　　織　　難難…診1灘

むし歯のないよい歯の子
31　求　　児 2　　螺　　蝿 1　　才　　半

部　落 氏　　　名 保護者 部　落 氏　　　名 保護者 部　落 氏　　　名 保護者

松　代 重　野　孝　彦 孝　雄 松　代 相　沢　貴　史 信　幸 松　代 桜　沢　　　愛 正　一

〃 関　谷　健　太 友　美 〃 五十嵐　太　博 博 〃 鈴　木　佳　純 修

〃 関　谷　勝　太 正　博 〃 五十嵐　里　花 保 〃 関　谷　亮　太 正　利

田　沢 市　川　裕　也 佳　雄 〃 小　林　　　瞳 直　樹 〃 高　野　裕　貴 武

千　年 佐　藤　美　保 正　男 〃 鈴　木　　　静 裕　之 〃 万　羽　智　雄 二　男

犬　伏 小　島　ちえみ 満 〃 関　谷　美　穂 真　一 小荒戸 高　橋　いつか 重　人

苧　島 石　田　友　美 幸　作 〃 関　谷　由　佳 宏　人 太　平 武　田　拓　也 篤

仙　納 室　岡　　　薫 善　明 〃 野　沢　浩　子 和　則 千　年 佐　藤　将　吾 正　男

〃 室　岡　直　子 茂　八 〃 若　月　友　美 三　郎 〃 柳　　　鮎　美 信　夫

寺　田 井　上　貴　雄 政　身 太　平 相　沢　美　花 勇 清　水 中　村　和　哉 和　男

室　野 石　黒　祐　子 良　泉 田　沢 市　川　美　樹 幹　夫 莇　平 池　田　勇　輝 正　明

喝
、貸
，

〃 市　川　有　夏 初　枝 寺　田 井　上　智　晴 覚

池之畑 市　川　陽　介 淳　士

千　年 中　村　道　恵 由』　禾
，じ・　　乃

●おやつを選ぶポイント

●糖分の含有量が少な：いもの。

●歯に糖分が残りにくいもの。

●短時間で食べきれるもの。

蓬　平 小　堺　里　志
臥
貝
　
　 一一

勤黛’
孟　地 佐　藤　芽　衣 公　義

〃 苧　島 石　田　道　春 伸　夫

め
感
　
’
笥脅
◆
9

田野倉 池　田　めぐみ 修
し
斜
㌃

〃 斉　藤　裕　太 一　良

冨

1●

寺　田 中　沢　恭　子 元　市

3 室　野 斉　木　智　美 成　一

〃 佐　藤　　　愛 一　重

●おやつを選ぶポイント

●糖分の含有量が少な：いもの。

●歯に糖分が残りにくいもの。

●短時間で食べきれるもの。
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ま
も
な
く
開
幕

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
ナ
イ
タ
ー
照
明
が
照

ら
す
グ
ラ
ン
ド
で
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
？

　
町
教
育
委
員
会
主
催

の
第
6
回
ナ
イ
タ
ー
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
次

に
よ
り
行
い
ま
す
。
ふ

る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

◎
試
A
・
日

　
毎
週
土
・
日
曜
の
夜

◎
ム
ム
　
場

　
松
代
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

◎
申
し
込
み
先

　
総
合
体
育
館
（
盈
7
－
3
7
5

　
2
）
へ
6
月
1
5
日
働
ま
で
に
お

　
申
し
込
み
下
さ
い
。

※
常
時
女
性
が
二
名
以
上
出
場
し

て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

幾
縷

　
上
越
保
健
所
で
は
、
病
気
の
予

防
や
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
い

た
だ
け
た
ら
と
、
テ
レ
フ
ォ
ン
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。

◎
内
容
（
6
～
7
月
分
）

　
▼
月
曜
日
　
赤
ち
ゃ
ん
と
旅
行

　
▼
火
曜
日
　
と
り
す
ぎ
食
べ
す

　
　
ぎ
要
注
意
！
油
の
は
な
し

　
▼
水
曜
日
　
女
性
の
基
礎
体
温

　
　
に
つ
い
て

　
▼
木
曜
日
　
働
き
盛
り
を
襲
う

ρ

上越保健所の
テ膨ヲ擁懲献一陛薫

　　の
　縫案内

　
　
突
然
死

　
▼
金
曜
日
　
前
立
腺
肥
大
症
に

　
　
つ
い
て

　
▼
土
・
日
曜
日
　
食
中
毒
防
ご

　
　
ヤ
つ

◎
時
間
帯

　
平
日
午
後
5
時
～
翌
朝
8
時
半

　
土
曜
正
午
～
月
曜
午
前
8
時
半

◎
電
話
番
号

　
0
2
5
5
（
2
3
）
1
3
1
5

●
第
二
・
四
土
曜
日
は
金
曜
日
の

　
内
容

警
察
官
A
（
大
卒
）
の

　
　
　
　
　
　
募
集
の
お
知
ら
せ

　
新
潟
県
警
察
で
は
、
若
さ
と
情

熱
に
あ
ふ
れ
た
警
察
官
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

－
受
験
資
格

　
昭
和
3
8
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

44

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

男
子
で
、
大
学
を
卒
業
し
た
者
又

は
平
成
3
年
3
月
3
1
日
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
者

2
受
付
期
間

　
平
成
2
年
5
月
1
4
日
（
月
）
か
ら

　
平
成
2
年
7
月
1
6
日
（
月
）
ま
で

3
第
一
次
試
験
日
及
び
場
所

　
平
成
2
年
7
月
2
9
日

　
新
潟
市
（
県
庁
）

4
採
用
予
定
人
員
及
年
月

　
　
　
3
0
人
程
度

　
　
平
成
3
年
4
月
1
日

5
そ
の
他

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の

警
察
署
又
は
派
出
所
、
駐
在
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

聴
騰
隣
畿
欝

　
　
　
稠
談
嚢
闘
催

補
聴
器
の
業
者
に
よ
る
耳
剰

自
由
な
方
へ
の
相
談
会
が
次
の
と

お
り
行
な
わ
れ
ま
す
。

◎
日
時
　
6
月
2
7
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
1
時
y
午
後
4
時

◎
場
所
　
老
人
憩
の
家
　
渋
海
荘

※
相
談
・
聴
力
検
査
等
は
一
切
無

　
料
で
す
。
詳
し
く
は
住
民
課
ま

　
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

標
電
鐙
騒
灘
艦
響
、
、

　
次
の
よ
う
に
停
電
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

◎
区
域
木
和
田
原
、
竹
所
、
峠

　
　
　
　
濁
の
全
区
域

◎
日
時
　
6
月
1
3
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
9
時
半
～
1
2
時

受けて安心、安全調査

瓢
麟
遡
騰
璽
鞭
描
翻
醤
し
麟
騒
蕊
轟
礒
総
鰻
撒
騰
舗
・
総
融
雛
麗
匿
瞳
鋤
麟
罎



鞭
磯
腰
催
懸
瓢
総
額
鐸
、
繍
轟
懸
麟
轟
礒
離
麟
繊
獲
羅
饗

懸
類
鑓
睦
墜
融
懸
轟
撰
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八
月
五
日
は

　
　
　
　
全
員
集
合

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
気
楽
に

参
加
し
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

イ
、
、
ヘ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
町
民
体
育
祭
は
三
年
に

一
度
（
次
回
は
平
成
四
年
）
開
催

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

第
三
回
特
別
展
（
本
山
自
峰
）
開
催

　
　
　
　
本
山
自
峰
作
品
募
集
中

　
公
民
館
で
は
8
月
1
5
日
～
1
7
日

の
3
日
間
、
本
山
白
峰
展
を
開
催

す
る
た
め
の
準
備
を
す
す
め
て
い

ま
す
。

　
相
当
数
の
作
品
を
把
握
し
て
お

り
ま
す
が
、
白
峰
先
生
の
若
い
頃

触醤．不法投棄は罰せ酔ます・　．
臨穐臨さを付けよつO監視のめが光つてるO

　　　呂欝　　　　 松代町役場　　　　o艦

及
び
晩
年
等
の
作
品
（
書
道
、
絵

画
等
）
が
あ
り
ま
し
た
ら
公
民
館

ま
で
お
電
話
等
で
お
知
ら
せ
下
さ

い
ま
す
よ
う
ご
協
力
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

〈
出
品
作
品
の
条
件
〉

・
白
峰
又
は
鳳
城
自
筆
で
あ
る
こ
と

・
本
表
装
し
て
あ
る
こ
と

・
破
損
の
著
し
く
な
い
も
の

・
作
品
と
し
て
す
ぐ
れ
て
い
る
も
の

◎
連
絡
先
”
7
i
2
3
0
1
ま
で

◎
6
月
3
0
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

≦
≦
≦
≦
≦
旨
≦
≦
≦
≦
≦
≦
≦

でい

無

、

　　ひ　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　日　　噸　　　　梅貯　　鴇、，

　　　　葦）私たちの住家を

肖隈奪わないでネ1

・
ら
ア
　
り

　
、

。
　
覧
　
　
、

o
q
　
●

、
添

／

▽

9Ψ（，乙

緑の山々、澄んだ清流は私たちの町のシンボル

自然を大切に！　“護美精神で”

「
松
代
百
景
」
募
集

　
四
季
折
々
、
素
晴
し
い
表
情
を

見
せ
て
く
れ
る
松
代
町
の
自
然
を

カ
メ
ラ
に
収
め
て
み
ま
せ
ん
か
！

　
左
記
に
よ
り
募
集
い
た
し
ま
す

の
で
ふ
る
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。

◎
〆
切
匹
平
成
2
年
m
月
m
日

◎
表
彰
”
最
優
秀
賞
　
一
点

　
　
　
　
優
秀
賞
　
　
三
点

　
　
　
　
入
　
選
　
　
五
占
｛

◎
規
格
ー
四
ツ
切
以
上
と
す
る
。

◎
作
品
は
随
時
総
合
セ
ン
タ
ー
に

　
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
先
月
号
で
室
野
と
蒲
生
の
駐
在

さ
ん
の
写
真
を
入
れ
違
え
て
し
ま

い
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。
　
「
室
野
と
蒲
生
の
駐

在
さ
ん
ご
め
ん
な
さ
い
。
」

　
正
し
い
写
真
は
次
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　室野駐在所

樋口博志巡査
五泉市出身　37才

　蒲生駐在所

東城浩巡査
新潟市出身　32才

広娠

》一　‘　 」

まっだ＼・
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入
賞
作
晶
決
ま
る

冬
の
陣
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　
今
回
の
冬
の
陣
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
に
は
六
十
五
枚
の
作
品
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
フ
ィ

ル
ム
会
社
の
専
門
の
方
に
審
査
し

肇警－
，
ー
萎
鐵
謬

｛
ら
・
』

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
斉
木
勉

さ
ん
（
松
代
）
の
作
品
が
、
見
事

「
最
優
秀
賞
」
に
輝
き
ま
し
た
。

斉
木
さ
ん
は
、
郡
展
で
も
入
賞
し

た
こ
と
が
あ
る
な
ど
、
写
真
の
ベ

テ
ラ
ン
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
　
「
優
秀
賞
」
に
は
関
谷

甲
子
夫
さ
ん
（
松
代
）
と
石
沢
音

松
さ
ん
（
海
老
）
の
作
品
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　
役
場
の
住
民
課
の
カ
ウ
ン
タ
ー

に
作
品
の
一
部
を
貼
り
出
し
ま
し

た
の
で
、
ご
覧
に
な
ら
れ
た
方
も

多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
今
回

の
応
募
作
品
は
甲
乙
を
付
け
難
い

力
作
ぞ
ろ
い
で
、
審
査
の
方
は
大

変
苦
労
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し

よ
う
か
。

　
こ
の
優
秀
作
品
を
見
な
が
ら
冬

の
陣
を
今
一
度
思
い
出
し
、
来
年

は
あ
な
た
も
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
に

難
難
諺
鱗
鑛
　
撰
灘
雛
藻

翻

チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

（松代）

（松代）

（海老）

（松代）

（松代）

（竹所）

　野室（

（莇平）

灘
灘
、
，

勉斉木

関谷甲子夫

石沢音松

最優秀賞

優秀賞

　〃

関谷拓雄選入

柳　　喜吉

中条栄一

小堺勇治郎

高橋尚志

〃
　
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
〃

．　　醤鱒縣翼㎜
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私
の
嫁
い
だ
村

柳
順
子
さ
ん
（
犬
伏
）

　
　
　
　
　

嚢
辱

繊
蓑

鍵

　
松
苧
神
社
、
こ
い
の
ぼ
り
、
裸

ま
つ
り
、
松
苧
太
鼓
…
…
と
色
々

の
名
所
、
イ
ベ
ン
ト
の
あ
る
村
犬

伏
。
こ
ん
な
活
気
あ
る
村
へ
嫁
い

で
丸
六
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
犬
伏
渋
海
川
の
谷
合
は
一

〇
〇
匹
と
も
二
〇
〇
匹
と
も
泳
ぐ

こ
い
の
ぼ
り
で
彩
ら
れ
、
松
苧
山

の
新
緑
の
中
、
男
の
子
の
七
つ
詣

り
と
、
春
か
ら
村
は
に
ぎ
わ
い
ま

す
。　

こ
れ
か
ら
夏
、
お
盆
、
祭
り
と

つ
づ
く
村
。
こ
れ
ら
は
青
年
会
、

婦
人
会
、
け
や
き
の
会
な
ど
数
あ

る
村
の
会
の
協
力
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
私
自
身
家
庭
を
持
ち
、
勤
め
な

が
ら
若
妻
会
、
あ
じ
さ
い
会
と
仲

間
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

あ
じ
さ
い
会
で
は
月
二
回
踊
り
を

習
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
を
終
え
て

来
て
か
ら
、
子
供
を
家
の
人
に
見

て
て
も
ら
い
、
仲
間
や
先
生
の
待

つ
集
落
セ
ン
タ
ー
へ
と
出
掛
け
ま

す
。　

ゆ
か
た
に
着
替
え
、
扇
子
、
手

ぬ
ぐ
い
片
手
に
、
練
習
に
、
世
問

話
に
花
が
咲
き
短
い
夜
を
過
し
ま

す
。
8
月
に
あ
る
犬
伏
演
芸
会
に

協
力
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
春
先
か
ら
子
供
達
も
練
習
す

る
松
苧
太
鼓
の
音
を
響
か
せ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
皆
仕
事
を
持
ち
、

家
庭
を
持
ち
な
が
ら
も
集
ま
り
、
お

酒
を
飲
ん
だ
り
、
お
茶
を
飲
ん
だ

り
、
話
し
合
い
を
し
た
り
し
て
楽

し
く
練
習
し
、
も
っ
と
も
っ
と
活

気
あ
る
に
ぎ
や
か
な
村
に
し
よ
う

と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
私
も
頑
張

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

戸
籍
の
窓
口

騰
灘
潟
錨
環
馨
鎌
鶉
欝
灘
繋
狩
糊
、

繍
鑑
鎌
懸
羅
懸
難
縷
舞
霧

灘
辮
難
灘
懸
、
灘
藻
　
獲
灘
選
難

　
　
　
、
繍
鑛
・
撫
磯
難
欝
蕪
、

薦
橋
難
難
・
講
、
纏
轟
雛
港
欝

　
　
　
　
撚
凝
欝
　
犠
鯛
，
灘
繊
、

獺
灘
懸
．
・
鰻
雛
灘
懸
響
・
瓢

　
　
　
繋
灘
鍵
藩
羅
・
朧
議
、

　
　
晦
懸
講
雛

㎜
墾
灘
羅
灘
懸
　
蕪
難
・
縫
磯
纏
懸
泓
、

灘
羅
嚢
聯
灘
翻
欝
謹

毒
多
劇
盤
覇
襲
鞍
轟
馨

、
鞭
、
蕪
警
蕪
鍵
灘
韓
驚
鱗
羅
…

　
　
　
　
　
鷺
、
繋
籍
璽
籍
講

織
鞭
、
　
灘
・
織
難
難
欝
難
…

　
　
　
　
　
　
．
騰
欝
議
膿
、
慧
鶴
灘
欝

p
灘
豊
・
欝
騰
節
鐙
購

　
　
　
　
　
　
　
、
燃
響
欝
・
灘
糊

　
鍵
灘
難
獲
奪
関
餐
癒
叢
．
撚

　
　
　
　
　
璽
♂
．
藩
畿
，
・
懸
叢

、
難
籐
叢
糠
・
灘
欝
灘
載
．
海
、

　
　
　
　
　
　
撚
濾
灘
難
繕
懸
縣

關
蕎
撲
馨
鷲
－
灘
難
餐
轟
、

　
　
　
　
　
　
　
糊
獄
織
・
繕
遷
、

、
羅
嚢
鵜
饗
魏
難
藻
醐
舞
灘
　
∞
、
、

縫
饗
繍
灘
灘
・
講
、
、
難
灘
・

　
　
　
　
騰
犠
明
・
鯵
麓
鎌
閾
騨

麹
　
騰
灘
騰
、
　
総
歳

　
　
　
　
騰
墨
蟹
灘
擬
鶏
禰
繭
糊

肇
濃
鰹
一
離
譲
、

騒
爆
顯
盤
灘
灘

懸
雛
難
叢
灘
憲
懇

p
、
翻
歳

騰
毒
團
・
熱
糠
耀

　
、
灘
議
、

霧
雛
墨
灘
雛
灘

　
雛
歳

灘
塞
醗
・
鞠
藤
騨

　
初
め
て
作
っ
た
広
報
を
見
て
、

「
ア
ッ
！
」
と
思
わ
ず
声
を
出
し

そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
室
野
と
蒲
生
の
駐
在
さ
ん
の
写

真
が
入
れ
違
っ
て
い
る
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
こ
の
時
ば
か
り
は
、

紅
顔
の
私
の
顔
も
、
血
の
気
が
引

い
て
真
っ
青
。

　
早
速
、
お
二
人
の
駐
在
さ
ん
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
詫
び
の
電
話
を
入
れ
た
と
こ
ろ
、

お
二
人
と
も
優
し
い
方
で
、
笑
顔

（
本
当
は
見
え
な
い
ん
で
す
が
）

で
許
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
本
来
な
ら
、
逮
捕
も
の
な
ん
で

し
ょ
う
が
、
今
回
は
初
犯
と
い
う

こ
と
で
、
情
状
酌
量
さ
れ
、
見
逃

し
て
い
た
だ
い
た
も
の
と
思
い
ま

す
。
私
も
、
ま
だ
、
幼
い
二
人
の

父
親
で
、
今
か
ら
逮
捕
さ
れ
て
い

る
訳
に
も
行
き
ま
せ
ん
の
で
、
今

後
は
、
よ
り
注
意
を
払
っ
て
編
集

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
樋
口
さ
ん
、
東
城
さ
ん
本
当
に

ご
め
ん
な
さ
い
。
ま
さ
に
通
惜
の

念
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
。

広娠

一一妙まっだ’い

なるべく出番

のないように
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・細

一一く

，

・・謬き饗ケ
G　　て一りイ

柳　　／〈徊ε

‘　1鱒受
　1！τけ
　＼る

春　　鐘　　　　○　　○　　○　　○
耕　　楼　　きこを新帰浮を自短
の　　の俳足の裏緑る草嘆宅歌
村　薄　　を乙山のわのきよ春

詩句驚欄蟄鞍
貿欝助妻露真野、◎さ、護
寝　　柔　　にど騨ひも都のな石　　・．　　、

去　　公ガ　　座もりとの会雪き
　の　　る腿　　となよふ転　　　　　　一璽璽
水　　明花　　　太　　きしりる勤念

4£ oo！ク 木　　村　　退　　藤　　子をぜ　　葉な新　　耕　　十
’

並食’ 、　　勿

（

＠／いモ

　、　’5り
々　　一　　職　　の　　の薙ん　　桜　　妻　　せ　　人
登　　番　　を　　花　　足ぐま　　の　　の　　ば　　と
る　　大　　祝　　峰　　に　　い　　茂　　な　　土　　二

（
な

＼し1
山　　百　　う　　を　　刺　　の　　れ　　れ　　に　　匹
藤　　姓　　座　　流　　痕　　ほ　　る　　ぬ　　初　　の
の　　の　　敷　　る　　の　　ぐ　　奥　　手　　蝶　　客

’ 花　　大　　に　　る　　こ　　れ　　に　　つ　　き　　や

ぞたこ／ψや

難欝

い　　田　　木ほ　雲　　し　　立　　石　　き　　て　　大
ま　　植　　瓜。　あ　　初　　つ　　地　　の　　と　　連

枯盛昌　　ト盛世り草蚊た田喜蔵八田一ま紅休
り　　　シる　　ぬ　　去つの　　　千植　　る

水　　弘　　子　　香　　人るお畔沙　　代か元　　茶

ど火　　万　　畦くそな卯　　黄　　老　　酔　　校　　巨
きの　　緑　　渡　　こ　　の　　昏　　骨　　い　　舎　　杉

気　　の　　る　　こ　　花　　の　　の　　早　　よ　　の

ド ，
o qOρu

な　　風　　風　　こ　　に　　部　　腰　　し　　り　　木
き　　に　　の　　に　　重　　落　　に　　七　　川　　下

9　
、

‘　　　1
！1
』
O
　
o

傷〃劣、

考
、∠　1δ　＠

l
l

炬　　誘　　冷　　植　　た　　は　　苗　　ツ　　を　　闇
燵　　わ　　た　　田　　き　　七　　籠　　参　　渡　　な
そ　　れ　　き　　ひ　　雨　　戸　　重　　り　　せ　　る
の　　ク　　田　　ろ　　の　　花　　か　．の　　る　奥

0　・
ま　　ラ　　植　　が　　ふ　　あ　　り　　山　　鯉　　の

一　〇 ，　o 耕まふス耕え折り月る鐵け泥し翔の六幟淡．院
Q、〃

，

曳，ク魅　4フ 田さ会　　雨　　蛙　　日　　び　　　　　酒
山植女　　人　　人鳴日か堂　　水　　山　　花　　水

　野
裟難総

　咲羅雛
聾花
鐘

ン

　
庭
に
植
え
ら
れ
て
い
た
も
の
が

逃
げ
出
し
て
、
い
ま
で
は
、
道
ば

た
や
土
手
の
ふ
ち
な
ど
ど
こ
に
で

も
見
ら
れ
る
。

　
全
体
に
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
に
似
て

い
る
多
年
草
。
茎
は
三
〇
紬
．
～
六

〇
袖
．
の
高
さ
に
な
り
、
茎
の
断
面

を
み
る
と
中
心
に
穴
が
あ
い
て
い

る
。
花
は
白
色
で
あ
る
が
、
つ
ぼ

み
の
時
は
ピ
ン
ク
色
を
お
び
て
お

り
、
下
を
向
い
て
ぶ
ら
下
が
る
の

が
特
徴
で
あ
る
。
花
び
ら
を
一
枚

引
き
ぬ
い
て
み
る
と
、
種
子
の
で

き
る
上
の
と
こ
ろ
に
、
タ
ン
ポ
ポ

654321 　
　
　
出
題
　
八
段
　
北
村
昌
男

　
●
ヒ
ン
ト
…
．
玉
が
3
筋
か
ら
逃
げ
て

　
　
ゆ
く
、
そ
の
対
策
は
あ
り
ま
す
か
？

　
　
1
0
分
で
3
級
、
4
分
で
初
段
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
持
駒
　
角

一
二
三
四
五
六
七
八
九

罫

竜

乎 正 銀

集 香 乎

な
ど
に
み
ら
れ

る
よ
う
な
手
が

つ
い
て
い
る
。

　
北
米
原
産
の

帰
化
植
物
で
あ

る
。
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